
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式化１の構造を有する化合物を生理活性成分の一種以上とを含有することを特徴
とする化粧料。
【化１】
　
　
　
　
　
　
（但し、上記一般式で ２ 、Ｒ３ 、Ｒ４ 、Ｒ５ 、Ｒ７ 、Ｒ９ １ １ 、Ｒ１ ２ は水酸基
、炭素数１～２０のアルキル基、フェニル基から選ばれ、Ｒ６ は
から選ばれ、 Ｒ８ は水酸基であり、ｌは０～２００００であり、ｍは１～
２００００であり、ｎは０～２０００であって、Ｒ６ 以外のＲの内最低１つ以上のＲは水
酸基であり、かつ各シロキサン単位はランダムに重合している。

）
【請求項２】
一般式化１の であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の化粧料。
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【請求項３】
一般式化１ ２ 、Ｒ３ 、Ｒ４ 、Ｒ５ 、Ｒ７ 、Ｒ１ １ 、Ｒ１ ２ がメチル基であり、ｎ＝０
であることを特徴とする請求項１に記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、感触に優れ、生理活性成分の効果の持続性に優れた化粧料に関する。
さらに詳しくは、化粧品原料として新規なシリコーン化合物を配合することで製剤の耐水
性を強化し、生理活性成分が流れ落ちるのを防いだ化粧料に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、皮膚や毛髪の機能を亢進する作用を有する生理活性成分を化粧料に配合するこ
とは公知である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、生理活性成分を配合した化粧料を夏場等の日中に使用した場合、生理活性
成分が汗や皮脂に溶解し流れ落ちて肌から取り除かれてしまうため、その効果を充分に発
揮しない場合があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明人らは、配合技術が確立され一般に化粧品に使用されているジメチルポリシロキサ
ンの特性を生かしながら、より耐水性、耐皮脂性を向上させた素材の検討を行った結果、
ジメチコノールをフッ素置換した化合物が優れた特性を有すること、そしてこの化合物と
生理活性成分とを組み合わせて使用したところ、生理活性成分の持続性が向上することを
見いだした。
【０００５】
すなわち、第１の本発明は、下記一般式化２の構造を有する化合物と生理活性成分の１種
以上とを含有することを特徴とする化粧料にある。
【０００６】
【化２】
　
　
　
　
　
　
（但し、上記一般式で ２ 、Ｒ３ 、Ｒ４ 、Ｒ５ 、Ｒ７ 、Ｒ９ １ １ 、Ｒ１ ２ は水酸基
、炭素数１～２０のアルキル基、フェニル基から選ばれ、Ｒ６ は
から選ばれ、 Ｒ８ は水酸基であり、ｌは０～２００００であり、ｍは１～
２００００であり、ｎは０～２０００であって、Ｒ６ 以外のＲの内最低１つ以上のＲは水
酸基であり、かつ各シロキサン単位はランダムに重合している。

）
【０００７】
　第２の本発明は、上記一般式化２の

であることを特徴とする上記の化粧料にある。
【０００８】
　第３の本発明は、上記一般式化２ ２ 、Ｒ３ 、Ｒ４ 、Ｒ５ 、Ｒ７ 、Ｒ１ １ 、Ｒ１ ２ が
メチル基であり、ｎ＝０であることを特徴とする上記の化粧料にある。
【０００９】
【発明の実施の形態】
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本発明で用いる前記一般式化２で示される化合物は、構造式から明らかな通り、直鎖状の
シロキサン主鎖を骨格とし、そこに水酸基とフッ素置換炭化水素基で変性した構造を持つ
ことを特徴とする。以後、前記一般式化２で示される化合物を本化合物と呼ぶ。
【００１０】
本化合物において、Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、Ｒ 5、Ｒ 7、Ｒ 9、Ｒ 1 0、Ｒ 1 1、Ｒ 1 2は水酸基、
炭素数１～２０のアルキル基、フェニル基から選ばれ、Ｒ 6は炭素数１～２０のフッ素置
換炭化水素基から選ばれ、Ｒ 8は水酸基であり、ｌは０～２００００であり、ｍは１～２
００００であり、ｎは０～２０００であって、Ｒ 6Ｒの以外のＲの内最低１つ以上のＲは
水酸基であり、かつ各シロキサン単位はランダムに重合している（部分的にはブロックで
重合していても構わない）ことが特徴である。各単位の中で、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、Ｒ 5、Ｒ 7

、Ｒ 9、Ｒ 1 1、Ｒ 1 2はメチル基が最も安価に製造できることから好ましく、Ｒ 6としてはフ
ッ素化アルキル基が好ましく、特にトリフルオロプロピル基が中間原料の入手が容易であ
ることから好ましい。また、Ｒ 1およびＲ 1 0が水酸基であると、きしみ感が低減できるた
め好ましい。ｌ、ｍ、ｎの値は小さいほど粘度が低く、大きいほど粘度が高くなる。本化
合物の形態はｌ＋ｍ＋ｎの値が数十程度では液体の形態をとり、その値が増えると粘凋な
液体を経て、その値が数万では固体となる。
【００１１】
本発明で用いる本化合物の内、好ましい構造の例としては、例えば、Ｒ 1およびＲ 1 0が水
酸基であり、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、Ｒ 5、Ｒ 7、Ｒ 1 1、Ｒ 1 2がメチル基であり、Ｒ 6がトリフルオ
ロプロピル基であり、ｎ＝０であり、ｌは０～２００００であり、ｍは１～１００００で
あるものが挙げられる。
【００１２】
本化合物の形態が固体の場合には、環状シリコーンなどの揮発性シリコーン、常温で１０
０ｃｓ以下のジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、軽質流動イソパ
ラフィン、常温で液状の本化合物、パーフルオロポリエーテル、低級アルコールなどの液
状化合物の１種以上を溶媒として、固体状の本化合物を溶解または分散させて使用するこ
とが好ましい。この際の本化合物の濃度は溶液に対して５～７０重量％の範囲にあること
が好ましい。さらに、混合または分散を行う場合にはローラーミル、アトライター、押し
出し混練機などの粉砕機、混合機、混練機を用いて混合することが好ましい。
【００１３】
本化合物の製造方法としては、特開平５－８６１９６号公報および特開平５－１３２５５
５号公報に記載の方法に準じて製造されるが、本化合物の化粧料への応用についての記載
はこれら公報にはない。一方、化粧品への配合例としては、特開平４－４５１５４号公報
や特開平６－１４５０２９号公報に本化合物と類似する化合物などについての記載はある
が、これらの公報には本化合物に関する具体的記載や実施例での例示は全くなく、また本
化合物を化粧料へ配合したときの特性や特徴について示唆する記載も見られない。
【００１４】
本発明の化粧料では、本化合物を化粧料の総量に対して０．１～９９重量％配合すること
が好ましい。その配合の割合は製品の特徴により異なるが、例えば、ファンデーションで
は０．１～２０重量％が好ましく、リップコート剤や枝毛コート剤では１～９９重量％が
好ましい。
【００１５】
本発明で用いる生理活性成分とは、皮膚に塗布した場合に皮膚に何らかの生理活性を与え
る物質が挙げられる。例えば、美白成分、抗炎症剤、老化防止剤、紫外線防御剤、スリミ
ング剤、ひきしめ剤、抗酸化剤、発毛剤、育毛剤、保湿剤、血行促進剤、抗菌剤、殺菌剤
、乾燥剤、冷感剤、温感剤、ビタミン類、アミノ酸、創傷治癒促進剤、刺激緩和剤、鎮痛
剤、細胞賦活剤、酵素成分などが挙げられる。その中でも、天然系の植物抽出成分、海藻
抽出成分、生薬成分が特に好ましい。
【００１６】
これらの成分の例としては、例えば、アシタバエキス、アボガドエキス、アマチャエキス
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、アルテアエキス、アルニカエキス、アロエエキス、アンズエキス、アンズ核エキス、イ
チョウエキス、ウイキョウエキス、ウコンエキス、ウーロン茶エキス、エイジツエキス、
エチナシ葉エキス、オウゴンエキス、オウバクエキス、オウレンエキス、オオムギエキス
、オトギリソウエキス、オドリコソウエキス、オランダカラシエキス、オレンジエキス、
海水乾燥物、海藻エキス、加水分解エラスチン、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カ
モミラエキス、カロットエキス、カワラヨモギエキス、甘草エキス、カルカデエキス、カ
キョクエキス、キウイエキス、キナエキス、キューカンバーエキス、グアノシン、クチナ
シエキス、クマザサエキス、クララエキス、クルミエキス、グレープフルーツエキス、ク
レマティスエキス、クロレラエキス、クワエキス、ゲンチアナエキス、紅茶エキス、酵母
エキス、ゴボウエキス、コメヌカ発酵エキス、コメ胚芽油、コンフリーエキス、コラーゲ
ン、コケモモエキス、サイシンエキス、サイコエキス、サイタイ抽出液、サルビアエキス
、サボンソウエキス、ササエキス、サンザシエキス、サンショウエキス、シイタケエキス
、ジオウエキス、シコンエキス、シソエキス、シナノキエキス、シモツケソウエキス、シ
ャクヤクエキス、ショウブ根エキス、シラカバエキス、スギナエキス、セイヨウキズタエ
キス、セイヨウサンザシエキス、セイヨウニワトコエキス、セイヨウノコギリソウエキス
、セイヨウハッカエキス、セージエキス、ゼニアオイエキス、センキュウエキス、センブ
リエキス、ダイズエキス、タイソウエキス、タイムエキス、茶エキス、チョウジエキス、
チガヤエキス、チンピエキス、トウキエキス、トウキンセンカエキス、トウニンエキス、
トウヒエキス、ドクダミエキス、トマトエキス、納豆エキス、ニンジンエキス、ニンニク
エキス、ノバラエキス、ハイビスカスエキス、バクモンドウエキス、パセリエキス、蜂蜜
、ハマメリスエキス、パリエタリアエキス、ヒキオコシエキス、ビサボロール、ビワエキ
ス、フキタンポポエキス、フキノトウエキス、ブクリョウエキス、ブッチャーブルームエ
キス、ブドウエキス、プロポリス、ヘチマエキス、ベニバナエキス、ペパーミントエキス
、ボダイジュエキス、ボタンエキス、ホップエキス、マツエキス、マロニエエキス、ミズ
バショウエキス、ムクロジエキス、メリッサエキス、モモエキス、ヤグルマギクエキス、
ユーカリエキス、ユキノシタエキス、ユズエキス、ヨクイニンエキス、ヨモギエキス、ラ
ベンダーエキス、リンゴエキス、レタスエキス、レモンエキス、レンゲソウエキス、ロー
ズエキス、ローズマリーエキス、ローマカミツレエキス、ローヤルゼリーエキスなどを挙
げることができる。
【００１７】
また、デオキシリボ核酸、ムコ多糖類、ヒアルロン酸ナトリウム、コンドロイチン硫酸ナ
トリウム、コラーゲン、エラスチン、キチン、キトサン、加水分解卵殻膜などの生体高分
子、アミノ酸、ザルコシン、Ｎ－メチル－Ｌ－セリンなどのアミノ酸誘導体、乳酸ナトリ
ウム、尿素、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、ベタイン、ホエイなどの保湿成分、スフ
ィンゴ脂質、セラミド、コレステロール、コレステロール誘導体、リン脂質などの油性成
分、ε－アミノカプロン酸、グリチルリチン酸、β－グリチルレチン酸、塩化リゾチーム
、グアイアズレン、ヒドロコルチゾンなどの抗炎症剤、ビタミンＡ，Ｂ 2，Ｂ 6，Ｃ，Ｄ，
Ｅ，パントテン酸カルシウム、ビオチン、ニコチン酸アミド、ビタミンＣエステルなどの
ビタミン類、アラントイン、ジイソプロピルアミンジクロロ酢酸、４－アミノメチルシク
ロヘキサンカルボン酸なとの活性成分、トコフェロール、カロチノイド、フラボノイド、
タンニン、リグナン、リコピン、サポニンなどの抗酸化剤、α－ヒドロキシ酸、β－ヒド
ロキシ酸などの細胞賦活剤、γ－オリザノール、ビタミンＥ誘導体などの血行促進剤、レ
チノール、レチノール誘導体などの創傷治癒剤、アルブチン、コウジ酸、プラセンタエキ
ス、イオウ、エラグ酸、リノール酸、トラネキサム酸、グルタチオンなどの美白剤、セフ
ァランチン、カンゾウ抽出物、トウガラシチンキ、ヒノキチオール、ヨウ化ニンニクエキ
ス、塩酸ピリドキシン、ｄｌ－α－トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、ニ
コチン酸、ニオチン酸誘導体、パントテン酸カルシウム、Ｄ－パントテニルアルコール、
アセチルパントテニルエチルエーテル、ビオチン、アラントイン、イソプロピルメチルフ
ェノール、エストラジオール、エチニルエステラジオール、塩化カプロニウム、塩化ベン
ザルコニウム、塩酸ジフェンヒドラミン、タカナール、カンフル、サリチル酸、ノニル酸

10

20

30

40

50

(4) JP 3976930 B2 2007.9.19



バニリルアミド、ノナン酸バニリルアミド、ピロクトンオラミン、ペンタデカン酸グリセ
リル、ｌ－メントール、モノニトログアヤコール、レゾルシン、γ－アミノ酪酸、塩化ベ
ンゼトニウム、塩酸メキシレチン、オーキシン、女性ホルモン、カンタリスチンキ、シク
ロスポリン、ジンクピリチオン、ヒドロコルチゾン、ミノキシジル、モノステアリン酸ポ
リオキシエチレンソルビタン、ハッカ油、ササニシキエキスなどの育毛剤などが挙げられ
る。
【００１８】
これらの生理活性成分の化粧料への配合割合は、その活性成分の効果発現濃度によるが、
抽出エキスなどを考慮した場合、一般的には化粧料の総量に対して０．０５～９０重量％
が好ましく、さらに好ましくは０．１～５０重量％である。尚、生理活性成分は１種また
は２種以上を組み合わせて配合することが好ましい。
【００１９】
本発明の化粧料では、上記の各成分以外に、通常化粧料に用いられる油剤、粉体（顔料、
色素、樹脂）、フッ素化合物、樹脂、界面活性剤、粘剤、防腐剤、香料、紫外線吸収剤（
有機系、無機系を含む。ＵＶ－Ａ、Ｂのいずれに対応していても構わない）、塩類、溶媒
、キレート剤、中和剤、ｐＨ調整剤、昆虫忌避剤等の各種成分を使用することができる。
【００２０】
本発明の化粧料としては、例えば、乳液、クリーム、ローション、カラミンローション、
サンスクリーン剤、サンタン剤、アフターシェーブローション、プレシェーブローション
、パック料、クレンジング料、洗顔料、アクネ対策化粧料、エッセンスなどの基礎化粧料
、ファンデーション、白粉、アイシャドウ、アイライナー、アイブロー、チーク、口紅、
ネイルカラーなどのメイクアップ化粧料、シャンプー、リンス、コンディショナー、ヘア
カラー、ヘアトニック、育毛料、セット剤、ボディパウダー、デオドラント、脱毛剤、石
鹸、ボディシャンプー、入浴剤、ハンドソープ、香水などが挙げられる。
【００２１】
【実施例】
以下、実施例及び比較例によって本発明をさらに詳細に説明する。
また、実施例及び比較例で得られた化粧料の各種特性の評価方法を以下に示す。
【００２２】
［官能特性評価］
専門パネラー１０名を用いて、試作品の官能特性を評価した。各官能特性に関して、優れ
ている場合を＋５点、劣っている場合を０点とし、その間を計４段階で評価し、全員の点
数の合計を以て評価結果とした。従って、点数が高いほど、評価が高いことを示す。
【００２３】
実施例１
本化合物の各パラメーターとして、Ｒ 1およびＲ 1 0が水酸基であり、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、Ｒ 5

、Ｒ 7、Ｒ 1 1、Ｒ 1 2がメチル基であり、Ｒ 6がトリフルオロプロピル基であり、ｌは２０で
あり、ｍは６であり、ｎ＝０である（但し、ｌ、ｍ、ｎは中心値であり、実際のポリマー
は分布を持つ）化合物（本化合物Ａと呼ぶ）を用いて下記の処方に従ってファンデーショ
ンを作成した。尚、生理活性成分としては、ハイビスカスエキス（乾燥残分が１０重量％
のエキス）を用いた。
【００２４】
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【００２５】
成分Ａ、Ｃをそれぞれミキサーを用いて混合した。混合した成分Ａを撹拌しながら、成分
Ｂを加え、よく混合した後、加熱混合した成分Ｃをゆっくりと滴下した。さらにミキサー
を用いてよく混合した後、メッシュにて篩った後、金型を用いて金皿に打型してファンテ
ーションを得た。
【００２６】
比較例１
実施例１の本化合物Ａの代わりに流動パラフィンを用いた他は全て実施例１と同様にして
製品を得た。
【００２７】
実施例２
本化合物として、前記一般式で、Ｒ 1、Ｒ 8およびＲ 1 0が水酸基であり、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、
Ｒ 5、Ｒ 7、Ｒ 9、Ｒ 1 1、Ｒ 1 2がメチル基であり、Ｒ 6がトリフルオロプロピル基であり、ｌ
は１０００であり、ｍは１００であり、ｎ＝２である（但し、ｌ、ｍ、ｎは中心値であり
、実際のポリマーは分布を持つ）化合物（本化合物Ｂと呼ぶ）を用いて表２の処方に従っ
て毛髪コート剤を作成した。尚、生理活性成分としてリコペン（抗酸化剤で赤色のトマト
抽出成分）を用いた。
【００２８】

10

20

30

40

(6) JP 3976930 B2 2007.9.19



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２９】
各成分を均一になるように混合・溶解した後、容器に充填して製品とした。
【００３０】
比較例２
実施例２の本化合物Ｂの代わりに、ジメチルポリシロキサン（１００ｃｓ）を用いた他は
全て実施例２と同様にして製品を得た。
【００３１】
各実施例、比較例についての評価結果を下記に示す。
【００３２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３４】
上記の評価結果より、本発明の各実施例は各比較例と比べて各評価項目に於いて優れてい
ることが判った。ファンデーションの評価結果で、本化合物と生理活性成分としてハイビ
スカスエキスとを配合している実施例１は、本化合物を配合していない比較例１と比べて
化粧を落とした後、肌がより滑らかな実感があり、日中の使用でも、生理活性成分の効果
が持続していたことが判った。毛髪コート剤の評価結果では、本化合物と生理活性成分と
して抗酸化性に優れた赤色のトマト抽出成分である色素のリコペンとを配合している実施
例２は、本化合物を配合していない比較例２と比べて色持ちに優れていたことから、本化
合物がリコペンの毛髪における持続効果を有することが確認された。
【００３５】
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【発明の効果】
以上のことから、本発明は、化粧品原料として新規なシリコーン化合物を配合することで
、生理活性成分の持続効果に優れた化粧料が得られることは明らかである。
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